
第５回食品ロス削減のための商慣習検討専門部会の概要 

 

１ 日 時  令和３年３月４日（木）14：00～15：00  

２ 場 所  富山県民会館７階 701 号室 

３ 議 事 

（１）食品ロス削減のための商慣習見直しに関する国の検討状況等について 

（２）食品ロス削減のための商慣習見直しに向けた取組みについて 

① Ｒ２年度取組み 

② Ｒ３年度取組み 

（３）意見交換 

 

４ 主な意見の概要 

＜商慣習見直しに向けた事業者の取組内容の消費者への周知方法等＞ 

・ 小売業者は消費者と一番近い立場であり、フードドライブなど様々な消費者の方に

参加していただける企画を続けていきたい。 

 ・ 消費者がテレビ等を通じて事業者のＳＤＧｓの取組みを知ることで、意識的にはだ

いぶ普及してきたように思う。ただ、こうしたことを自分の生活の行動にどう結び付

けていくかというところが、いま一つ進んでいない。事業者が様々な努力をされてい

ることを受け、消費者側でもエシカル消費が実践されるように、もう少し努力が必要

と感じている。 

 ・ テレビコマーシャルを活用した周知は、効果があると思う。 

・ 商慣習のという言葉を知らない人もまだたくさんいる。理解が進むには、まだもう

少し時間がかかると思う。消費者への継続的な周知啓発が重要。 

 

＜商慣習見直しに向けた取組事業者の拡大方法等＞ 

 ・ 中小規模の事業者では、商慣習見直しに向けた取組みは、なかなか進んでいない。

取組事業者の拡大に向けて、引き続き各業界の団体等を通じて働きかけていく必要が

ある。 

 ・ 地元メーカーへの商品開発提案を行い、賞味期限の短い商品の延長に取り組んでい

る。卸売としては、小売業の店頭においてしっかり売り切っていただける余裕をもっ

た商品開発が必要と考えている。 

  ・ 日配品の需要予測の精度を上げるため、小売・卸売・メーカーの情報を上手くつな

ぐ試みを検討している。 



 ・ ＡＩを活用し、全店舗にて客数予測による発注精度の見直しを執り行うことで、余

分な注文はしないようにしている。また、売りきりのための値下げについても、ＡＩ

を導入することで、ある程度データに基づいて値下げの時間帯や値下げ幅を決定する

取組みも始まっている。 

 

＜フードバンク活動やこども食堂等の取組みへの協力等＞ 

 ・ フードバンク活動やこども食堂への食品提供については、何らかの形での参画ができ

ないかと思う。こうした取組みに関する知識や情報が不十分なため、こうした情報がメ

ーカー側にも提供されると、より良い活動になるのではないか。 

 ・ フードバンク等については、今まであまり積極的に行ってこなかったが、今後、期間

限定での販売品で販売期間終了後にメーカーへの返品が不可能なものや、仕入先を通じ

て販売機会がなくなったものについては、積極的にこども食堂に提供していきたい。 

 ・ フードドライブ活動やフードドライブについては、県が望ましい食品の種類など細か

い情報提供を行うことで、進んでいくのではないか。 

  


